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は じ め に 
 
 

■公共事業の情報化（電子納品の背景） 
 

21 世紀を迎えて、我が国の産業構造は高度化・複雑化し、都市化・国際化や市民生活の多様化

等、公共事業を取り巻く情勢も大きく変化しており、公共事業執行手続についての見直しと今後のあ

り方が問われています。 

本市では、市全体の積極的な情報化施策を示した｢広島市情報化基本計画（平成 12 年 3 月策

定）｣及びその行動計画を示した｢e-市役所推進計画（平成 13年 4月策定：以後毎年次施策を改定）｣

を踏まえて、公共事業の執行手続の改善を図るため、｢広島市CALS
キ ャ ル ス

/
・

E C
イーシー

*アクションプログラム（広島

市公共事業情報電子化推進計画）｣を平成 16年 11月に策定し、ICT*（情報通信技術）を活用して公

共事業の生産性向上やコスト縮減を目指す「CALS
キ ャ ル ス

/
・

E C
イーシー

*｣を推進しています。 
 
 

■電子納品の取組 
 

公共施設の調査・設計業務の委託や工事の施行に伴い受注者から市に成果品として提出される

図面や書類は、公共事業の一連の過程を通して将来にわたり有効に活用できる本市の資産です。 

しかし、これらは紙の書類として提出されることから、年々の累積によって多大な保管スペースを必

要とし、必要な時に短時間で探し出すことが困難であり、また、長期的な保存にあたっては劣化等の

問題があります。 

これに対し「電子納品」は、紙に代わりこれらの成果品を受注者から電子データで受領し、ICT*を

活用することによって、省スペース化や有効活用及び長期保存を実現しようとするものであり、平成

16年 11月から試行に取り組み、平成 20年 2月から、「本格運用」し、対象範囲を順次拡大しながら、

電子納品を着実に推進していくものとします。 
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1.  電子納品とは 

公共事業における調査、設計、工事など各業務段階の成果品を電子データで納品することをいいます。

ここでいう電子データとは、国土交通省の定めた電子納品要領（案）に準拠し、広島市電子納品の手引

（以下、これらを｢電子納品要領等｣という。） に基づいて作成されたものを指します。 

 

電子納品とは、電子納品要領等に基づいて作成した文書、図面や写真の電子データと管理ファイ

ルを CD-Rなどの電子媒体に記録して提出することをいいます。 

管理ファイルとは、電子成果品の索引ファイルのことです。管理ファイルの作成により、電子納品デ

ータの管理や、検索が容易になります。 
 

2.  広島市電子納品の手引の取扱い 

｢広島市電子納品の手引（以下｢本手引｣という。）｣は、電子納品の実施にあたり、本市の取扱いや留意

事項についてまとめたものです。 
 

電子納品は、国土交通省の定めた電子納品要領（案）に準拠します。本手引には、電子納品に関

する説明のほか、規定を一部緩和して実施するものなど、本市の取扱いについて記載しています。 

なお、本手引の内容は、運用状況により適宜見直しを行います。 
 

3.  対象となる業務及び工事 

本市では、全ての調査・設計業務や工事について、電子納品対象業務又は工事（以下これらを「電子納

品対象業務等」という。）として発注することを基本としており、電子納品対象業務等として発注する場合、

その旨を特記仕様書に明示しています。 

但し、「年間維持補修等に関する工事・業務」、「崩土撤去・除草・除雪・支障木伐採等の工事・業

務」、「建物の解体工事」については、電子納品の対象外とします。（この場合、特記仕様書には電子納品

に関する明示がありません。） 

電子納品対象業務等として発注していないものについて、契約後に発注担当課と受注者との協議により

電子納品することは妨げません。 
 
 

電子納品の取扱いについては、特記仕様書により、よく確認してください。 
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4.  電子納品を実施するために必要な環境 

電子納品を実施するためには、以下の環境を整備する必要があります。 

・情報機器の整備 

・インターネットへの接続 

・ソフトウェアの整備 

 

 情報機器の整備 

パソコン 使用するソフトウェアの要求基準を満たすもの 

プリンタ カラープリンタ推奨 

CD-R ドライブ 電子媒体作成用 

デジタルカメラ １００万画素以上 

スキャナ TIFF*、PDF*作成用 

 

 インターネットへの接続 

インターネットへの接続 

ADSL*や光回線などの高速回線を推奨 

電子納品に必要な要領・基準は PDF 形式でインターネットで提供されます。 

※PDF 形式のファイルを閲覧・印刷するためには、Adobe Reader
*
というソフトウェアが

必要です。Adobe 社のホームページからダウンロード（無料）することができます。 
施行中における本市と受注者の通信手段として、電子メールを活用します 

 

 ソフトウェアの整備 

ワープロ Microsoft Word（ワード）互換 

表計算 Microsoft Excel（エクセル）互換 

CAD* SXF（SFC・P21）形式の出力が可能なもの（OCF 検定*の合格品を推奨） 

デジタル写真管理 国土交通省の定めた電子納品要領（案）に準拠しているもの 

電子納品支援 国土交通省の定めた電子納品要領（案）に準拠しているもの 

PDF*作成 Adobe Acrobat など 

ウィルスチェック 市場のシェアが高い製品 

チェックシステム* 
国 土 交 通 省 ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が で き ま す 。 （ 無 料 ） 
http://www.cals-ed.go.jp/ 

SXF ブラウザ* OCF 検定に合格している市販の SXF 対応ソフトウェアを使用してください。 

電子成果物作成支援・検査システ

ム（建築・設備対象） 
市販のシステムを使用してください。 

圧縮・解凍ソフト* Lhasa 等（フリーソフト*） 

 
 

5.  電子納品支援ソフトウェア 

電子成果品作成にあたっては、市販の電子納品支援ソフトを使用してください。 

 

市販の電子納品支援ソフトウェアを使用することにより、電子納品要領に沿ったデータの作成や管

理ファイルの作成が容易になります。 
 

【参考】 市販電子納品支援ソフトウェアについて 

 

主な機能 

・フォルダ作成支援機能 

・管理ファイル作成支援機能 

・ファイル名変換支援機能 

 

※市販ソフトウェアについて、JACIC（財団法人日本建設情報総合センター）中部地方センターホームページに一覧表
が掲載されていますので参考にしてください。 http://www.jacic.or.jp/locality/chuubu/cals/shien.htm 

 
 

http://www.cals-ed.go.jp/
http://www.jacic.or.jp/locality/chuubu/cals/shien.htm
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6.  電子成果品作成の基準 

電子成果品の作成にあたっては、国土交通省の定めた電子納品要領（案）を準用します。 

なお、電気及び機械設備の工事・業務については「営繕工事電子納品要領（案）及び建築設計業務等

電子納品要領（案）」を使用してください。（土木関係業務及び工事を対象として定められている電子納品

要領（案）電気通信設備編・機械設備工事編は、使用しません。） 

 

国土交通省の電子納品要領（案）等 （PDF 形式ファイルを各ホームページからダウンロードすることができます。） 

 

 土木関係業務及び工事※ 

名 称 策定年月 ホームページ 

工事完成図書の電子納品要領（案） 平成20年5月 

国土交通省 
http://www.cals-ed.go.jp/ 

土木設計業務等の電子納品要領（案） 平成20年5月 

測量成果電子納品要領（案） 平成20年12月 

地質・土質調査成果電子納品要領（案） 平成20年12月 

CAD製図基準（案） 平成20年5月 

デジタル写真管理情報基準（案） 平成20年5月 

電子納品運用ガイドライン（案）[土木工事編] 平成21年6月 

電子納品運用ガイドライン（案）[業務編] 平成21年6月 

CAD製図基準に関する運用ガイドライン（案） 平成21年6月 

電子納品運用ガイドライン（案）[測量編] 平成21年6月 

電子納品運用ガイドライン（案）[地質・土質調査編] 平成18年9月 

※上表の要領・基準(案)での作成が困難な場合のみ、受・発注者間の協議により、下表の要領・基準(案)の使用も可

能とする。なお、電子成果品の作成にあたり、上表に示す要領・基準（案）と下表に示す要領・基準（案）を混在して用

いないこと。 

名 称 策定年月 

工事完成図書の電子納品要領（案） 平成16年6月 

土木設計業務等の電子納品要領（案） 平成16年6月 

測量成果電子納品要領（案） 平成16年6月 

地質・土質調査成果電子納品要領（案） 平成16年6月 

CAD製図基準（案） 平成16年6月 

デジタル写真管理情報基準（案） 平成18年1月 

電子納品運用ガイドライン（案）[土木工事編] 平成17年8月 

電子納品運用ガイドライン（案）[業務編] 平成17年8月 

CAD製図基準に関する運用ガイドライン（案） 平成17年8月 

電子納品運用ガイドライン（案）[測量編] 平成18年9月 

電子納品運用ガイドライン（案）[地質・土質調査編] 平成18年9月 

※電子納品運用ガイドライン（案）[地質・土質調査編]の策定年月は上記 2 表とも同じです。 
  
 
 
 

 建築・設備関係業務及び工事 

名 称 策定年月 ホームページ 

営繕工事電子納品要領（案） 平成14年11月 国土交通省 

大臣官房官庁営繕部 
https://www.mlit.go.jp/gob
uild/gobuild_cals_siryou14

.html 

建築設計業務等電子納品要領（案） 平成14年11月 

建築CAD図面作成要領（案） 平成14年11月 

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン（案） 平成14年11月 

 
 
 

【参考】 国土交通省｢電子納品要領（案）｣の要旨 

・管理ファイル（電子成果品の索引ファイル）を XML*形式で作成 

・CAD 製図に関して、使用できる線種やレイヤ構成を指定 

・CAD 納品データ形式は SXF*形式 （CAD データ交換標準形式） 

・納品データのファイル命名規則及びフォルダ構成を規定 

※要領（案）及びガイドライン（案）の内容 

・要領（案）----------電子納品の様式を標準化し、規則をまとめたもの 

・ガイドライン（案）---電子納品の実施にあたる留意事項等を示したもの 

※「電子納品運用ガイドライン(案)【地質・土質調査編】」が平成 22 年 8 月に、「工事完成図書の電子納品等要領」、「デ
ジタル写真管理情報基準」、「電子納品等運用ガイドライン【土木工事編】」が平成 22 年 9 月に改定されていますが、本
市では、当面、表中の要領・基準を使用することとします。 

※「営繕工事電子納品要領（案）」、「建築設計業務等電子納品要領（案）」及び「官庁営繕事業に係る電子納品運用
ガイドライン（案）」が平成 24 年 4 月に改定されていますが、本市では、当面、表中の要領・基準を使用することとします。 

http://www.cals-ed.go.jp/
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_siryou14.html
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_siryou14.html
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_siryou14.html
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7.  電子成果品の検査 

電子成果品は、情報機器（パソコン等）を使用し、電子データを画面に表示して検査します。 

 

検査は、国土交通省が無料で公開しているチェックシステム*を使用するほか、市販の閲覧用ソフト

ウェア等の機能を利用して行います。なお、建築・設備関係業務及び工事において、管理ファイルを

広島市形式エクセル管理ファイルとした場合はチェックシステムを使用できませんので、エクセルデ

ータを画面に表示して検査を行います。 

検査用の情報機器は、原則として本市が用意しますが、受注者が情報機器を含めて用意すること

も可能とします。 

工事完成図などパソコン画面上での検査が必ずしも効率的でないものについては、紙で提出され

たものを利用して検査を行うものとします。 
 

【参考】 チェックシステム*（土木のみ） 

 

国土交通省が公開しているチェックシステム* は以下のホームページからダウンロード（無料）することができます。 

受注者の方におかれましても、このソフトウェアを、より正確な電子成果品の作成に役立ててください。 

 

国土交通省 

http://www.cals-ed.go.jp/edc_download/ 

 

※ソフトウェアの使用方法については、ダウンロードページの「関連資料」に掲載されている「利用マニュアル」を参照して
ください。 

 
 

8.  電子メールの活用 

本市と受注者間の情報伝達は、積極的に電子メールを活用して行います。 

 

本市及び受注者間の情報伝達を、可能なものは電子メールで行うことにより、移動コストの削減を

図ることができるとともに、関係者間で同じ情報の伝達が容易に行えるため、情報伝達におけるミスを

少なくすることができます。 

電子納品対象業務及び工事における本市と受注者間の情報伝達は、電子メールを積極的に活用

して行うものとします。 
 

http://www.cals-ed.go.jp/edc_download/
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9.  ホームページによる情報提供 

本市の公共事業における情報化推進の情報について、ホームページで情報提供を行います。 

 

「広島市CALS
キ ャ ル ス

/
・

E C
イーシー

アクションプログラム（広島市公共事業情報電子化推進計画）」、電子納品の概

要、「広島市電子納品の手引」、電子納品に関する質疑応答など、公共事業の情報化推進に関する

情報を公開し、情報化の推進を支援します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10. ヘルプデスク 

電子納品にあたり、本市及び受注者において発生する電子納品に関する様々な問題や質問等に迅速か

つ適切に対応するためのヘルプデスクを設置しています。 

 

・ヘルプデスクはホームページ内に設置しています。 

・質問はヘルプデスクの質問送信フォームから 24時間受け付けます。 

・質問フォームにはパスワードの入力が必要です。 

・パスワードは電子納品事前協議後、受・発注者宛に通知します。 

・回答は翌日（翌日が土・日・祝日・国民の休日等の場合、その翌日）を目途に、電子メールで質

問者宛に送付します。また、よくある質問は回答とともに、ホームページに掲載していきます。 

・情報機器の一般的な操作方法や市販ソフトウェアの操作方法に関する質問は除きます。 

【公共事業の情報化と技術管理（技術管理課）】 
 

広島市ホームページ（http://www.city.hiroshima.lg.jp/）から 

「事業者向け情報」⇒「公共事業の情報化と技術管理（技術管理課）」で表示できます。 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/
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11. 広島市運用について 

電子納品において、本市が規定した特に記述すべき運用について以下に示します。 

なお、この運用については、状況により適宜見直しを行うものとします。 

 
 

11-1 要領の一部緩和 

国土交通省の定めた電子納品要領（案）の運用にあたり、電子納品の対象とする図書を限定するな

ど、内容を一部緩和して運用します。 

 
 

・電子納品の対象外としている主な図書は、土木工事の「発注図、打合せ簿、施工計画書」です。 

・詳細は付録-1 「電子納品における広島市運用」によります。 
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11-2 建築（設備）工事・実施設計業務等、耐震診断関連業務における図面データの作成 

建築（設備）工事・実施設計業務、詳細設計業務、耐震診断関連業務における図面データの作成

は、原則として国土交通省の定める建築CAD図面作成要領（案）に準拠しますが、受注者独自の仕

様による納品も可能としています。 

また、広島市形式エクセル管理ファイルを採用した場合のフォルダ構成は、付録-4 「広島市形式フォ

ルダ構成」によります。 

 

図面データは、事前協議により受注者独自の仕様による納品も可能としますが、再利用するこ

とを考慮して作成してください。特に、SXF形式で納品する場合は、変換時に不具合が発生しな

いようにする必要があります。 
 
 

11-3 工事写真ダイジェスト版の提出（土木工事） 

土木工事における工事写真については、電子納品とは別に、工事の流れ、工種など工事全体の概

要が分かる程度の工事写真を印刷し、ダイジェスト版として 1 部提出するものとします。 

詳細は、本市監督員との協議によります。 

なお、電子納品では、撮影した工事写真から履行確認に必要な写真を適正に選択して CD に格納

するものとし、必要以上に多量の写真を提出することがないようにしてください。 

 

デジタルカメラの画素数は 100～200万画素程度（300～500KB程度）とします。 

デジタルコア写真は、200万画素程度を推奨します。（高解像度は避けること。） 

市販のデジタルカメラは高解像度の機器が普及していますが、高画質データはパソコンへの

負荷を考慮し避けてください。（カメラの画質設定を行ってください。） 

 

11-4 工事写真編集の禁止 

工事写真を電子納品する場合において、撮影したデジタル写真の編集は、一切行わないで提出して

ください。（明度調整やトリミングなど、軽微なものについてもすべて禁止します。） 

 

電子納品において、デジタル写真の編集による工事写真の改ざんが問題とされています。 

現状では、改ざんを防止する技術が一般化していないことや明度調整やトリミング等の編集は

必要に応じて検査時でも対応することが可能であることから、工事写真の電子納品におけるデジ

タル写真の編集は軽微なものも含み一切禁止します。 

（国土交通省デジタル写真管理情報基準（案）にも同様の規定があります。） 
 

11-5 測地系の取扱い 

場所情報を表す測地系は、原則として「世界測地系」を用いるものとします。 

 

国土交通省の H16年 6月版の要領・基準から、場所を表す測地系について、世界測地系と日

本測地系のどちらかを選択できるようになっていますが、本市では原則として世界測地系を用い

るものとします。 
 

※日本の測地系は、平成 14 年 4 月 1 日に日本測地系から世界測地系へ移行しましたが、市販の電子地図

の中には日本測地系で表示されるものがあるため注意が必要です。 

※国土地理院のホームページに測地系変換ツール等が公開されていますので参考にしてください。 
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11-6 測量業務における図面データの納品形式 

測量業務において、国土交通省の定めた電子納品要領（案）で拡張 DM 形式での納品が規定され

ている図面については、当分の間 CAD データによる納品を標準とします。 

 

測量業務における電子成果品のうち、拡張 DM形式での納品が規定されている図面について

は、拡張 DM 形式データの取扱いがまだ一般的ではないことから、当分の間 CAD データ形式

による納品を標準とします。 
 
 

11-7 CAD データのフォーマット形式 

本市における CAD データの納品フォーマットは SXF*（SFC*）を標準とします。 

ただし、WTO 対象工事となる可能性がある場合は、SXF*（P21*）形式で納品するものとします。 

 

国土交通省においては、国際規格対応の SXF*（P21*）形式を電子納品 CAD データのフォー

マットとしていますが、本市においては、データ容量が少なく扱いが容易な SXF*（sfc*）形式を、

電子納品 CADデータのフォーマットとします。 

ただし、WTO 対象工事となる可能性がある場合は、国際規格対応の SXF*（P21*）形式の

CADデータを納品するものとします。 

国土交通省においては、SXF形式のバージョンを「SXF Ver.2.0レベル2以上」としていますが、

本市においては、「SXF Ver.2.0 レベル 2」のみとします。 

SXFブラウザは OCF検定に合格している市販の SXF対応ソフトウェアを使用してください。 
 
 

11-8 CD-R ラベル 

CD-R ラベル情報は、対応プリンタで媒体表面に直接印刷するか、対応筆記具で直接記入してくださ

い。（付録 7） 

 

不意のはがれやはり直しの行為により、記録層の破壊が発生する可能性があることや、はりつ

け位置によっては、偏心が発生し、媒体やドライブ本体の破損につながる可能性があることから、

CD-R 媒体にはラベルシールをはらず、対応プリンタで媒体表面に直接印刷するか、対応筆記

具で直接記入してください。 

 

11-9 DVD-R の使用 

本市の電子納品で使用する電子媒体は CD-R を標準とします。ただし媒体容量の制約から納品デ

ータが 1 枚の CD-R に収まりきらない場合、本市担当者との協議により、DVD-R を使用できるものとし

ます。なお、書換え可能な DVD-RAM は不可とします。 

 

DVD-Rにデータを記録する際のファイルシステムの論理フォーマットはUDF（UDF Bridge）とし

ます。 
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11-10  イメージの解像度について 

スキャナの使用などで作成するイメージの解像度は、下表を目安としてください。 

スキャナは、カタログや証明書などの紙媒体文書を電子化する場合に限り補足的に使用するものとし

ます。 

なお、イメージの解像度は書類の使用目的に合わせた必要最小限の値に設定してください。 

 
 スキャニング解像度の目安 

種類 モード 解像度 

文書（白黒） モノクロ 300dpi 

文書（カラー） カラー 150dpi～300dpi 

図面（白黒） モノクロ 300dpi～400dpi 

図面（カラー） カラー 150dpi～300dpi 
 

※高解像度のイメージを作成すれば、より詳細な電子データを得ることができますが、必要以上に高解像度

にしても画面表示や印刷においては差がほとんどないばかりか、データ容量が増大することにより、処理速

度が極端に低下するなどの不都合が生じます。 

 

11-11  工事完成図の印刷物の提出（土木工事） 

土木工事における工事完成図については、電子納品とは別に、電子データを印刷したものを 1 部提

出するものとします。 

土木工事における工事完成図の電子納品については 13 ページを参照してください。 
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12. 電子納品における留意事項 

 

12-1 事前協議 

電子納品にあたっては、着手時と検査前に受発注者間で電子納品に関する事前協議をしてくださ

い。 

 

・協議は、事前協議チェックシートを使用して行います。 

・事前協議チェックシートはホームページからダウンロードすることができます。 

・電子納品対象でないものも積極的に事前協議を行い、できるだけ電子納品に取り組むよう心が

けてください。 
 

12-2 社内検査 

電子成果品提出前に、以下の社内検査を必ず実施してください。 

・ウィルスチェック 

・チェックシステム*によるデータチェック（土木は国土交通省 HP で公開されているチェックシステムで広

島市の要領に対応するバージョンを使用してください。） 

【補足説明】エラー（注意）がなければ、「正常に終了しました。」と表示されます。なお、図面について 

広島市で採用している SFC はチェックできないため、次のメッセージが表示されます。 

「【注意】CAD ファイルのファイル形式が「P21」でないため、レイヤチェックを行いません」 

・SXF ブラウザによる CAD データチェック 

 

・チェックシステム*は国土交通省のホームページからダウンロードすることができます。 

・ウィルスチェックは必ず最新のウィルス定義ファイルで実施してください。 

・検査の方法はチェックシステムのマニュアルを参照してください。 

・建築・設備関係業務及び工事において、広島市形式エクセルファイルを使用した場合はチェッ

クシステムによらず、目視によるチェックを行ってください。 
 
 

12-3 納品形式 

電子成果品は以下を一式とします。 

・CD-R（正副 2 部） ※協議により DVD-R でも可 

・電子媒体納品書 

・電子納品検査前協議チェックシート 

・チェックシステムエラーリスト（土木関係の業務及び工事のみ） 
 

※事前協議で従来どおり紙媒体の納品とした書類と合わせて納品します。 

 

電
子
成
果
品 

 

紙
成
果
品 

  

C
D 

CD    

チェックシステム 

エラーリスト 

検査前協議 

チェックシート 

電子媒体 

納品書 

正副 2 部 

 

 

原図 ダイジェスト 
写真帳 

電子納品

により難い

書類 

事前協議を行い、
従来どおり紙媒体
で納品します。 

電子納品 
データの 
印刷物 

特記仕様書の内容に従います。 
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13. 電子納品の流れ 

 

電子納品チェックシー
ト(検査前)による協議 

 報告書（測量、地質調査等） 
 設計図 
 計算書 

CD-R 等に格納 

ウィルスチェック 

発注者・受注者 

受注者 

発注者・受注者 

チェックシステムによるデータチェック 
 

納品データの作成 
 管理ファイル作成 
 指定フォルダ構成 
 完成図の整理 
 工事写真の整理 等 

作成データの整理・保存 市販の電子納品支援ソフトを
利用すると作成が容易になり
ます。 

本市が図面を電子データで提供
する場合は SXF 形式、紙で提供
する場合は PDF または TIFF 形
式で納品します。（土木工事のみ） 
詳細は特記仕様書によります。 

CD-R 等ラベル情報記入 

電子納品チェックシー
ト(着手前)による協議 

 工事写真（土木） 
 完成図（土木※・建築） 

CD-R 等ラベル情報は、対応プ
リンタで媒体表面に直接印刷
するか、対応筆記具で直接記入
してください。 

納品 

 

 
発注者 

 

ウィルスチェック 
 

 チェックシステムによるデータチェック 
 
 
 

内容確認 
 
 
 

電子成果品閲覧用ソフト
ウェアにより確認します。 

CD-R 等外観チェック 

 
 

媒体にキズやそりはない
か確認します。 

チェックリストを印刷して媒
体と一緒に納品してください。
（土木関係の業務及び工事のみ） 

協議後、チェックシートを発注
者から技術管理課へ送付してく
ださい。 
技術管理課が、ヘルプデスクパ
スワードを受注者・発注者の両
方へ通知します。 

協議に当たっては、必要事項を入力した電子納品チェックシ
ートのデータを、受注者から受領します。 
チェックシートはホームページに掲載しています。 

詳細な検査方法は、「電子成果品
検査手順書」によります。 

必要事項を入力したチェックシートのデータ

を、受注者から受領します。 

電子成果品の検査方法等を協議します。 
（検査前チェックシートは電子成果品の添付書類となりま

す。） 

業 務  工 事  

「電子納品の手引」を参考に、社内検

査を必ず行ってください。 
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付録 1 電子納品における広島市運用 
 

付録 1-1 土木工事における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 データ形式 格納フォルダ名 

土
木
工
事

 

工事管理ファイル ◎  XML ルート 

発注図 － 対象外   

打合せ簿 － 従来どおり（紙媒体）   

施工計画書 － 従来どおり（紙媒体）   

完成図 

(※) 

図面管理ファイル ◎  XML 

DRAWINGF 
図面 ◎ 

発注者が請負者へ SXF 形式

の CAD データを提供する場合

はSXF形式とし、その他の場合

は PDF または TIFF とする。 

SXF または
PDF,TIFF 

写真 

写真管理ファイル ◎  XML PHOTO 

写真 ◎  JPEG PHOTO／PIC 

参考図 △ 別途紙媒体による提出も可 
JPEG また

は TIFF 
PHOTO／DRA 

その他 － 従来どおり（紙媒体）   

（凡例 －：対象外、◎：必須、△：任意） 

 (※)完成図の電子納品は、次のとおりとする。 

・市が受注者に発注図面の SXF 形式の CAD データを提供する場合は、受注者は SXF 形式の CAD
データによる完成図面を電子納品する。 
・市が受注者に発注図面の SXF形式の CADデータを提供しない場合は、受注者は PDF または TIFF
データによる完成図面を電子納品する。PDF および TIFF データの解像度については、「11-10 イメ
ージの解像度について」(10 ページ)を参照すること。 
・電子納品の対象となる工事完成図面の範囲は、本市が工事毎に指定する。 
・道路工事・河川工事では、計画平面図・縦断図・横断図・重要構造物の構造図などが考えられる。 
・下水道工事（施設関係を除く）においては、「下水道工事施工管理要領（広島市下水道局）」に基づい
て作成する「竣工図」を電子納品の対象とする。 

 

付録 1-2 土木設計業務における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 データ形式 格納フォルダ名 

土
木
設
計

 

業務管理ファイル ◎  XML ルート 

報告書 

報告書管理ファイル ◎  XML REPORT 

報告書 ◎  PDF REPORT 

報告書オリジナル ◎  オリジナル REPORT／ORG 

図面 

図面管理ファイル ◎  XML DRAWING 

図面 ◎  SXF DRAWING 

図面オリジナル ※ 
SXF 形式とは別にオリジナルデ

ータがある場合、提出する。 
オリジナル DRAWING／ORG 

写真 
写真管理ファイル ◎  XML PHOTO 

写真 ◎  JPEG PHOTO／PIC 

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 
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付録 1-3 測量業務における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 

データ形

式 
格納フォルダ名 

測

量 

業務管理ファイル ◎  XML ルート 

測量情報管理ファイル ◎  XML SURVEY 

報告書 ◎  PDF SURVEY／DOC 

測量成果 

測量成果管理ファイル ◎  XML SURVEY／[＊] 

測量成果 ◎ 対象は図面のみとする。 SXF 
SURVEY／[＊]／

DATA 

測量成果オリジナル ※ 

対象は図面のみとし、SXF 形式

とは別にオリジナルデータがある

場合、提出する。 

オリジナル 
SURVEY／[＊]／

DATA／ORG 

測量記録 ◎  PDF 
SURVEY／[＊]／

WORK 

その他データ ※ 

従来どおり作成し、当該フォルダ

には登録せず、データ変換または

スキャニングにより PDF に変換し

て、報告書の一部として

REPORT フォルダに登録する。 

 REPORT 

 
[*]各測量区分による以下のサブフォルダを示す。 

基準点測量 KITEN 

水準測量 SUIJUN 

地形測量 CHIKEI 

路線測量 ROSEN 

河川測量 KASEN 

用地測量 YOUCHI 

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 
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付録 1-4 地質調査業務における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 

データ形

式 
格納フォルダ名 

地

質 

業務管理ファイル ◎  XML ルート 

報告書 報告書管理ファイル ◎  XML 

REPORT 
報告書 ◎ 

作成した全ての資料を報告書と

して編集し、登録する。 
PDF 

報告書オリジナル ◎ 
報告書オリジナルデータのうち、

CAD データ以外を対象とする。 
 REPORT／ORG 

ボ ー リ ン グ

柱状図 

地質情報管理ファイル ◎  XML BORING 

ボーリング交換用データ ◎  XML BORING／DATA 

電子柱状図 ◎  PDF BORING／LOG 

電子簡略柱状図 ◎  SXF BORING／DRA 

地 質 平 面

図・地質断

面図 

図面管理ファイル ※ CAD で作成した場合に登録す

る。 

※従来どおり作成した場合は、

当該フォルダには格納せずデータ

変換またはスキャニングにより

PDF に変換して、報告書の一部

として REPORT フォルダに登録す

る。 

XML 

DRAWING 

 

※従来どおり作成し

た場合は REPORT 

地質平面図 ※ SXF 

地質断面図 ※ SXF 

コア写真 

コア写真管理ファイル ※ 

従来どおり作成し、要領に規定

されたフォルダには登録せず、デ

ータ変換またはスキャニングにより

PDF に変換して、報告書の一部

として REPORT フォルダに登録す

る。 

XML 

REPORT 

デジタルコア写真 ※ JPEG 

デジタルコア写真整理結果 ※ JPEG 

土 質 試 験

及 び 地 盤

調査 

土質試験及び地盤調査管

理ファイル 
※ XML 

電子土質試験結果一覧表 ※ PDF 

土質試験結果一覧表デー

タ 
※ XML 

電子データシート ※ PDF 

データシート交換用データ ※ XML 

デジタル資料供試資体写

真 
※ JPEG 

その他の地

質・土質調

査成果 

その他管理ファイル ※ XML 

その他の地質・土質調査成

果 
※  

現場写真 

写真管理ファイル ※ 要領に規定されたフォルダには登

録せず、土木設計の写真に準じ

て PHOTO フォルダに登録する。 

XML 

PHOTO 
現場写真 ※ JPEG 

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 
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付録 1-5 建築（設備）工事における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 

データ形

式 
格納フォルダ名 

建
築
・設
備
工
事 

工事管理ファイル ※ 

図面管理ファイルを XML 形式

で作成する場合に限る。（エクセ

ル形式で作成する場合は不要） 

XML ルート 

図 面 

図面管理ファイル ◎ 

エクセル形式で作成する場合は

工事管理ファイルの内容を含

む。 

XML 

又は 

エクセル 

DRAWINGF 

完成図* 

（CAD データ） 

※ 

発注図の SXF 形式データを受

注者に提供する場合で、事前

協議により提出を決定したもの

に限る。 

SXF DRAWINGF 

◎  オリジナル 

図面管理ファイルを XML

形式で作成する場合 

DRAWINGF／

ORG 

図面管理ファイルをエクセ

ル形式で作成する場合 

DRAWINGF 

設計図（修正版）* 

（画像データ） 
◎ 

従来のマイクロフィルムの代替とし

て提出する。 
TIFF DRAWINGF 

その他 － 紙媒体   

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 

*完成図は、公共建築工事標準仕様書（国土交通省）に記載されたものを原則とする。 

*設計図（修正版）は、工事完成時の状態を示す設計図の全てとする。 
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付録 1-6 建築（設備）実施設計業務、詳細設計業務における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 

データ形

式 
格納フォルダ名 

建
築
・設
備
実
施
設
計
業
務
、
詳
細
設
計
業
務 

業務管理ファイル ※ 

計算書等の資料管理ファイルを

XML 形式で作成する場合に限

る。（エクセル形式で作成する場

合は不要） 

XML ルート 

図 面 

図面管理ファイル － 

対象外。 

ただし、計算書等の資料管理フ

ァイルを XML形式で作成する場

合に限り対象にすることができ

る。 

XML DRAWING 

設計図（発注図）* 

（CAD データ） 

◎  SXF DRAWING 

◎  オリジナル DRAWING／ORG 

計算書等 

資料管理ファイル ※ 

計算書等を電子納品する場合

に限る。 

エクセル形式で作成する場合は

業務管理ファイルの内容を含

む。 

XML 

または 

エクセル 

REPORT 

構造計算書 

計画通知書（鏡） 

省エネ計算書 

各種設備計算書 

消防設備等計画書 

既存不適格の認定書 

※ 
事前協議により提出を決定した

ものに限る。 

PDF 

オリジナル 

その他 

REPORT 

その他 － 紙媒体   

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 

*CAD によらない場合は、TIFF 形式画像データとする。 
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付録 1-7 耐震診断関連業務における電子納品対象図書 
 

区分 
電子 

納品 
摘要 

データ形

式 
格納フォルダ名 

耐
震
診
断
関
連
業
務 

業務管理ファイル ※ 

報告書等管理ファイルを XML

形式で作成する場合に限る。

（エクセル形式で作成する場合

は不要） 

XML ルート 

図面 

図面管理ファイル － 

対象外 

ただし、報告書等管理ファイルを

XML 形式で作成する場合に限

り対象にすることができる。 

XML DRAWING 

設計図* 

（CAD データ） 

※ 
事前協議により提出を決定した

場合に限る。 
SXF DRAWING 

◎  オリジナル DRAWING／ORG 

報告書等 

報告書等管理ファイル ※ 

報告書等を電子納品する場合

に限る。 

エクセル形式で作成する場合は

業務管理ファイルのデータも含

む。 

XML 

又は 

エクセル 

REPORT 

耐震診断調査報告書 

耐震改修計画報告書 

評価書（構造体） 

評価書（耐震改修計画） 

※ 
事前協議により提出を決定した

ものに限る。 

PDF 

オリジナル 

その他 

REPORT 

その他 － 紙媒体   

（凡例 －：対象外、◎：必須、※：条件付必須） 

*設計図を作成しない場合を除く。 
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付録 2 管理ファイル 
 

ここには、国土交通省の定めた電子納品要領（案）に定められた管理ファイルのうち、広島市において特に指

定する入力項目について記載しています。 

ここに記載のない管理ファイルの各項目については、国土交通省の定めた電子納品要領（案）に従います。 
 

付録 2-1 工事における管理ファイル（土木関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■工事管理項目

分
類

記入内容 記入例 摘　要
データ
表現

文字数 記入者 必要度

工事の発注年度を西暦4桁で記入する。 2007 半角数字 4 □ ◎

発注者が定める工事番号を記入する。 200710123400
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「任意の枝番（2
桁）」を記入（事前協議で決定）

半角英数字 127 □ ◎

契約図書に記載されている正式の工事名称を記
入する。

○○線道路改良工事
全角文字

半角英数字
127 ■ ◎

管理項目の記入で参照しているCORINSのマニュ
アル(コード表)のバージョン(システムのバージョン)を
記入する。

5.0 半角数字 12 □ ◎

CORINSセンターが発行する受領書に記載されて
いる番号を記入する。CORINS登録番号が無い工
事は「0」を記入する。

0
工事完成図書の電子納品要領(平
成20年5月版)を使用する場合のみ
記入

半角英数字
-(HYPHEN-MINUS)

11 ■ ◎

CORINSの｢工事の分野｣に従って記入する。 道路
全角文字

半角英数字
16 ■ ◎

CORINSの「工事の業種」に従って記入する。 土木一式工事
全角文字

半角英数字
16 ■ ◎

CORINSの「工種、工法・型式」の「工種」を記入
する。（複数記入可）

アスファルト舗装工事
全角文字

半角英数字
127 ■ ◎

CORINSの「工種、工法・型式」の「工法・型式」を
記入する。（複数記入可）。

アスファルト舗装工
全角文字

半角英数字
127 ■ ◎

該当地域の住所コードをCORINSの表より選択し
記入する。該当がない場合は「99999」とする。（複
数記入可）

34101
CORINSのコード表に示される
34101～34108の数字(5桁)を記入
(複数記入可)

半角数字 5 □ ◎

該当地域の住所を記入する。（複数記入可）
広島県広島市中区国泰
寺町1丁目6番34号

必ず「広島県」を記入後，契約図
書の工事場所を記入

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

工期の開始日の年月日をCCYY-MM-DD方式で
記入する。月または日が1桁の数の場合「0」を付
加して、必ず10桁で記入する。（CCYY：西暦の年
数、MM：月、DD：日）

2007-05-01
半角数字

-(HYPHENMINUS)
10 ■ ◎

工期の終了日の年月日をCCYY-MM-DD方式で
記入する。月または日が1桁の数の場合「0」を付
加して、必ず10桁で記入する。（CCYY：西暦の年
数、MM：月、DD：日）

2007-12-03
半角数字

-(HYPHENMINUS)
10 ■ ◎

工事概要及び主工種とその数量を記入する。 舗装工　2000m2
施工理由（契約書に添付した設計
書に記載のもの）

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

工
種
・

工
法
型
式

住
所
情
報

発注年度

住所(施工場所)

工事実績システムバージョン番号

工事分野

工事実績システム登録番号

工
事
件
名
等

工事番号
(管理番号)

工事名称

工期開始日

工事業種

工種

工法型式

住所コード

工期終了日

工事内容

項目名
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【記入者】 ■：CORINS*から出力されるファイルから取り込むことが可能な項目。 

 □：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子成果品作成ソフトウェアが自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

 ○：条件付必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

 △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

日本測地系、世界測地系（日本測地系2000）の
区分コードを記入する。日本測地系は「00」、世界
測地系（日本測地系2000）は「01」を記入する。

01 半角数字 2 □ ◎

CORINSの路線・水系名等に従って記入する。複
数の路線水系にまたがる工事の場合、関連する路
線水系名を記入する。

空欄
全角文字

半角英数字
127 ■ ○

「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：0」の
いずれかを記入する。

空欄 半角数字 1 □ ○

「河川コード仕様書（案）」に準拠し発注者が指示
する河川コードを記入する。

空欄 半角数字 10 □ ○

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別を
示す左右岸上下線コードを記入する。（複数記入
可）

空欄 半角数字 2 □ ○

起点側測点-ｎ (自)ｎ+m　ｎを4桁で記入する。 0015 半角数字 4 □ ○

起点側測点-m (自)ｎ+m　mを3桁で記入する。 008 半角数字 3 □ ○

終点側測点-n (至)ｎ+m　ｎを4桁で記入する。 0016 半角数字 4 □ ○

終点側測点-m (至)ｎ+m　mを3桁で記入する。 005 半角数字 3 □ ○

起点側距離標-ｎ (自)ｎ+m　ｎを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

起点側距離標-m (自)ｎ+m　mを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

終点側距離標-ｎ (至)ｎ+m　ｎを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

終点側距離標-m (至)ｎ+m　mを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が西経の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

1383730
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が西経の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

1384530
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が南緯の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

0353500
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が南緯の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

0352000
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

施
設

情
報 施設名称を記入する。 ○○橋

全角文字
半角英数字

127 □ ○

CORINSの「発注機関名・中分類」に従い、発注
者の官庁名、団体名等を記入する。

広島市 ｢広島市｣と記入
全角文字

半角英数字
16 ■ ◎

CORINSの「発注機関名・小分類」に従い、発注
者の局名、支社名等を記入する。

(発注部局）
CORINSの｢発注機関名・小分類｣
より該当する名称を記入

全角文字
半角英数字

32 ■ ◎

CORINSの「発注機関名・細分類」に従い、記入す
る。

道路交通局
CORINSの｢発注機関名・細分類｣
より該当する名称を記入

全角文字
半角英数字

30 ■ ◎

CORINSの「発注機関コード」に従い、発注者の
コードを記入する。大分類（1桁）、中分類（2桁）、
小分類（2桁）、細分類（3桁）をあわせ、8桁で取り
扱う。

41001007 410XXXXX（CORINSのコード8桁） 半角数字 8 ■ ◎

請負者の正式名称を記入する。請負者名の正式
名称を記入する。ＪＶの場合には、ＪＶの正式名称
及び代表会社名を続けて記入する。

○○○○株式会社
全角文字

半角英数字
127 ■ ◎

発注者が定める請負者コードを記入する。 空欄 半角数字 127 □ ○

施設名称

境
界
座
標
情
報

請
負
者
情
報

発注者-大分類

発注者-中分類

請負者名

請負者コード

北側境界座標緯度

南側境界座標緯度

対象河川コード

左右岸上下線コード

西側境界座標経度

発
注
者
情
報

場
所
情
報

発注者-小分類

発注者コード

東側境界座標経度

測地系

対象水系路線名

水
系

‐
路
線
情
報

現道-旧道区分

測
点
情
報

距
離
標
情
報
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付録 2-2 業務委託における管理ファイル（土木関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■業務管理項目

分
類

記入内容 記入例 摘　要
データ
表現

文字数 記入者 必要度

管理項目の記入で参照しているTECRISのマニュア
ル(コード表)のバージョン(システムのバージョン)を記
入する。

4.0 半角数字 12 □ ◎

TECRISセンターが発行する受領書に記載される番
号を記入する。TECRIS登録番号がない業務は、
「0」を記入する。

0123456789 半角英数字 11 ■ ◎

各発注者機関で業務1件につき固有の番号として
付されるもので、発注機関の指示に従い記入す
る。

200710123400
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「任意の枝番（2
桁）」を記入（事前協議で決定）

半角英数字 30 ■ ◎

設計図書に記載されている契約上の正式な業務
名称を記入する。

○○線道路詳細設計業
務

全角文字
半角英数字

127 ■ ◎

住所コード
該当地域の住所コードをTECRISの表より選択し
記入する。該当がない場合は「99999」とする。（複
数記入可）

34101
TECRISのコード表に示される34101
～34108の数字(5桁)を記入(複数
入力可)

半角数字 5 □ ○

住所 該当地域の住所を記入する。（複数記入可）
広島県広島市中区国泰
寺町1丁目6番34号

業務場所
全角文字

半角英数字
127 □ ○

契約上の履行期間の着手年月日をCCYY-MM-
DD方式で記入する。月または日が1桁の数の場合
「0」を付加して、必ず10桁で記入する。（CCYY：西
暦の年数、MM：月、DD：日）

2007-05-01
半角数字

-(HYPHENMINUS)
10 ■ ◎

契約上の履行期間の完了年月日をCCYY-MM-
DD方式で記入する。月または日が1桁の数の場合
「0」を付加して、必ず10桁で記入する。（CCYY：西
暦の年数、MM：月、DD：日）

2007-12-03
半角数字

-(HYPHENMINUS)
10 ■ ◎

日本測地系、世界測地系（日本測地系2000）の
区分コードを記入する。日本測地系は「00」、世界
測地系（日本測地系2000）は「01」を記入する。

01 半角数字 2 □ ◎

路線・水系名コードをTECRISの表より選択して記
入する。該当がない場合は「99999」とする。

半角数字 5 ■ ○

対象水系路線名の情報がある場合に記入する。
全角文字

半角英数字
127 □ ○

「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：0」の
いずれかを記入する。

空欄 半角数字 1 □ ○

「河川コード仕様書（案）」に準拠し発注者が指示
する河川コードを記入する。

空欄 半角数字 10 □ ○

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別を
示す左右岸上下線コードを記入する。（複数記入
可）

空欄 半角数字 2 □ ○

起点側測点-ｎ (自)ｎ+m　ｎを4桁で記入する。 0015 半角数字 4 □ ○

起点側測点-m (自)ｎ+m　mを3桁で記入する。 008 半角数字 3 □ ○

終点側測点-n (至)ｎ+m　ｎを4桁で記入する。 0016 半角数字 4 □ ○

終点側測点-m (至)ｎ+m　mを3桁で記入する。 005 半角数字 3 □ ○

起点側距離標-ｎ (自)ｎ+m　ｎを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

起点側距離標-m (自)ｎ+m　mを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

終点側距離標-ｎ (至)ｎ+m　ｎを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

終点側距離標-m (至)ｎ+m　mを3桁で記入する。 原則として空欄 半角数字 3 □ ○

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が西経の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

1383730
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が西経の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

1384530
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が南緯の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

0353500
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入す
る。　　度(3桁)　分(2桁)　秒(2桁)
対象領域が南緯の場合は頭文字に
- (HYPHEN-MINUS)を記入する。
該当がない場合は「99999999」とする。

0352000
半角数字

-(HYPHENMINUS)
8 □ ◎

業
務
件
名
等

住
所
情
報

項目名

業務実績システムバージョン番号

履行期間-完了

設計書コード
(管理番号)

業務名称

履行期間-着手

業務実績システム登録番号

場
所
情
報

測地系

水
系

‐
路
線
情
報

対象水系路線コード

現道-旧道区分

対象河川コード

左右岸上下線コード

測
点
情
報

距
離
標
情
報

境
界
座
標
情
報

西側境界座標経度

東側境界座標経度

北側境界座標緯度

南側境界座標緯度

対象水系路線名
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【記入者】 ■：TECRIS*から出力されるファイルから取り込むことが可能な項目。 

 □：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子成果品作成ソフトウェアが自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

 ○：条件付必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

 △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

施
設

情
報 施設名称を記入する。 ○○橋

全角文字
半角英数字

127 □ ○

発注者機関コードをTECRISコード表から選択して
記入する。

12345678 半角数字 8 ■ ◎

発注機関・事務所の名称を記入する。 広島市○○
全角文字

半角英数字
127 ■ ◎

企業名（正式名称）を記入する。 ○○○○株式会社
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

TECRISセンターから通知されるコードを記入する。
受注者コードを持たない受注者は、「0」を記入す
る。

12345678 半角英数字 10 □ ◎

主な業務の内容
TECRISコード表より、主な業務の内容を「1.調査
設計」「2.地質調査」「3.測量」「4.その他」から選択
し番号を記入する。

１
「1.調査設計」「2.地質調査」「3.測
量」「4.その他」より選択し番号を記
入

半角数字 1 ■ ◎

業務分野コード
業務分野コードをTECRISコード表より選択し記入
する。（複数記入可）

1234567 半角英数字 7 ■ ◎

業務キーワード
TECRIS業務キーワード集より選択し、記入する。
（複数記入可）

深基杭
全角文字

半角英数字
10 ■ ◎

業務概要
業務の概要を記入する。業務の要点が理解しやす
いように簡潔かつ正確に記入する。

全角文字
半角英数字

300 ■ ◎

特記事項がある場合に記入する。（複数記入可） 原則として空欄
全角文字

半角英数字
127 □ △

ソフトウェアメーカが管理の為に使用する。（複数記
入可）

全角文字
半角英数字

127 ▲ △ソフトメーカー用TAG

業
務
情
報

受
注
者

情
報

受注者名

受注者コード

予　備

施設名称

発
注
者

情
報

発注者機関コード

発注者機関事務所名
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付録 2-3 工事における管理ファイル（建築・設備関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【記入者】 □：電子媒体作成者が記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

 ○：条件付必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

 △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

■工事管理項目

分
類

記入内容 記入例 摘要
データ
表現

文字数 記入者 必要度

発注者が定める工事番号を記入する。 200710123400
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「任意の枝番（2
桁）」を記入（事前協議で決定）

半角数字 127 □ ◎

契約図書の工事名称を記入する。 ○○庁舎新築工事
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

CORINSの「工事の分野」に従って記入する。 建築
全角文字

半角英数字
16 □ ◎

CORINSの「工事の業種」に従って記入する。 建築一式工事
全角文字

半角英数字
16 □ ◎

CORINSの「工種、工法・型式」の工種を記入す
る。（複数記入可）

建築一式工事
全角文字

半角英数字
64 □ ◎

CORINSの「工種、工法・型式」の工法・型式を記
入する。（複数記入可）

建築一式工
全角文字

半角英数字
64 □ ◎

契約金額を円単位の数値で記入する。 10500000 半角数字 16 □ ◎

工期の開始年月日をyyyy-mm-dd形式で記入す
る。

2007-10-20 半角英数字 10 □ ◎

工期の完了年月日をyyyy-mm-dd形式で記入す
る。

2008-02-28 半角英数字 10 □ ◎

工事概要及び主工種とその数量を記入する。
全角文字

半角英数字
127 □ △

CORINSの「発注機関コード」に従って記入する。 41001007 半角数字 8 □ ◎

発注者の名称を記入する。 広島市○○局△△課
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

発注者が決める請負者コードを記入する。 12345
広島市競争入札参加資格者名簿
の業者コードを記入

半角数字 127 □ ◎

請負者の正式名称を記入する。
（CORINSの「請負会社名」に対応）

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

発注者より提示されたコードを記入する。 1234567
発注担当課に確認してください。
コードが未設定の場合は「0」と記入

半角数字 127 □ ◎

施設名称を記入する。 ○○庁舎
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

施設基準点の緯度を小数点以下６桁で記入す
る。

38.123456 半角数字 9 □ ◎

施設基準点の経度を小数点以下６桁で記入す
る。

135.123456 半角数字 10 □ ◎

建築物識別コード 発注者より提示されたコードを記入する。 0 「0」と記入 半角数字 127 □ ◎

建築物名称 建築物の名称を記入する。 本館
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

所在地 建築物の住所を記入する。
広島市中区国泰寺町
1丁目6番34号

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

建築物基準点緯度
建築物基準点の緯度を小数点以下６桁で記入
する。

空欄 半角数字 9 □ ○

建築物基準点経度
建築物基準点の経度を小数点以下６桁で記入
する。

空欄 半角数字 10 □ ○

予
備

予備項目があれば記入する。
（複数記入可）

全角文字
半角英数字

127 □ △

項目名

請負者名称

工事番号
(管理番号)

工事名称

工事分野

契約金額

工期開始日

工期終了日

工事内容

施設基準点経度

建
築
物
情
報

工
事
情
報

工事業種

工法型式

工種

請
負
者

情
報

請負者情報

発
注
者

情
報

発注者コード

発注者名称

施
設
情
報

施設識別コード

施設名称

施設基準点緯度
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付録 2-4 業務委託における管理ファイル（建築・設備関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【記入者】 □：電子媒体作成者が記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

 ○：条件付必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

 △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

■業務管理項目

分
類

記入内容 記入例 摘要
データ
表現

文字数 記入者 必要度

業務カルテの「業務コード番号」を記入する。 0 「0」と記入 半角英数字 8 □ ◎

契約図書の業務名称を記入する。
○○庁舎新築
実施設計業務

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

業務カルテの「業務種別」の分類に従い、該当する
業務種別を全て記入する。（複数記入可）

建築設計
積算

「建築基本計画」「建築設計」「構
造設計」「設備設計」「積算」「工事
監理」「耐震診断等」「その他」

全角文字
半角英数字

64 □ ◎

契約金額を円単位の数値で記入する。 1050000 半角数字 16 □ ◎

業務の履行開始年月日をyyyy-mm-dd形式で記
入する。

2007-10-20 半角英数字 10 □ ◎

業務の履行完了年月日をyyyy-mm-dd形式で記
入する。

2008-02-28 半角英数字 10 □ ◎

業務カルテの「業務自由記入欄」を記入する。 200710123400
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「任意の枝番（2
桁）」を記入（事前協議で決定）

半角英数字 127 □ ◎

CORINSの「発注機関コード」に従って記入する。 41001007 半角数字 8 □ ◎

発注者の名称を記入する。 広島市○○局△△課
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

業務カルテの「会社コード番号」を記入する。 0 「0」と記入 半角数字 8 □ ◎

受注者の正式名称を記入する。
（業務カルテの「事務所名称」に対応）

○○設計事務所
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

発注者より提示されたコードを記入する。 1234567
発注担当課に確認してください。
コードが未設定の場合は「0」と記入

半角数字 127 □ ◎

施設名称を記入する。 ○○庁舎
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

施設基準点の緯度を小数点以下６桁で記入す
る。

38.123456 半角数字 9 □ ◎

施設基準点の経度を小数点以下６桁で記入す
る。

135.123456 半角数字 10 □ ◎

建築物識別コード 発注者より提示されたコードを記入する。 0 「0」と記入 半角数字 127 □ ◎

建築物名称 建築物の名称を記入する。 本館
全角文字

半角英数字
127 □ ◎

所在地 建築物の住所を記入する。
広島市中区国泰寺町
1丁目6番34号

全角文字
半角英数字

127 □ ◎

建築物基準点緯度
建築物基準点の緯度を小数点以下６桁で記入
する。

空欄 半角数字 9 □ ○

建築物基準点経度
建築物基準点の経度を小数点以下６桁で記入
する。

空欄 半角数字 10 □ ○

予
備

予備項目があれば記入する。(複数記入可) 原則として空欄
全角文字

半角英数字
127 □ △

履行開始日

契約金額

項目名

業務種別

業務名称

施
設
情
報

履行完了日

受
注
者

情
報

施設基準点経度

施設基準点緯度

施設名称

施設識別コード

業
務
情
報

発
注
者

情
報

業務番号

発注者名称

発注者コード

業務自由記入欄

建
築
物
情
報

受注者名称

受注者コード
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付録 3 広島市形式エクセル管理ファイル 

 

ここには、広島市が独自に定める管理ファイルのデータ形式としてエクセルを採用する場合の入力項目につい

て記載しています。 
 

付録 3-1 建築・設備工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数施設を併せて発注した場合であっても、施設別にエクセル管理ファイルや納品媒体を分ける必要はありません。 

ファイル名称 施設名称 施設識別コード 工事分野 工事名称 図面名 工期 開始日 工期 終了日 請負者名称

20071059630001.jww ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630002.jww ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 １階平面図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630003.jww ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 詳細図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630004.sfc ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630005.sfc ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 １階平面図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630006.sfc ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 詳細図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630007.TIF ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630008.TIF ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 １階平面図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630009.TIF ○○センター □□□□□□□ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 詳細図（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630010.jww △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630011.jww △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 各階平面図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630012.jww △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 部分詳細図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630013.sfc △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630014.sfc △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 各階平面図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630015.sfc △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 部分詳細図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630016.TIF △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 付近見取図、配置図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630017.TIF △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 各階平面図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

20071059630018.TIF △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築 ○○センター外１ヶ所改修工事 部分詳細図（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○建設

作成例（建築・設備工事）

■工事管理項目

項目名 記入内容 記入例 摘要
データ
表現

ファイル名称
ファイル名を記入する。
(制限文字数：半角170文字以内）

20071059630001.TIF
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「0001からの連番」
＋拡張子とする。

半角英数字

施設名称
施設名称を記入する。
(制限文字数：全角50文字以内）

○○センター 複数施設の場合あり
全角文字

半角英数字

施設識別コード 発注者より提示されたコード（7桁）を記入する。 12234567
発注担当課に確認してください。
コードが未設定の場合は「0」と記
入

半角数字

工事分野
以下から選択して記入する。
「建築」、「電気」、「機械」

建築 全角文字

工事名称
契約図書の工事名称を記入する。
(制限文字数：全角50文字以内）

○○センター外1ヶ所改修工事 数字は必ず半角とする。
全角文字

半角英数字

図面名
図面に記載された図面名を記入する。一つの工事に複数の
施設が含まれる場合は、図面名の後に括弧書きで施設名
称を記入する。(制限文字数：全角100文字以内）

付近見取り図、配置図（○○セン
ター）

全角文字
半角英数字

工期開始日 工期の開始年月日をyyyy-mm-dd形式で記入する。 2007-05-01 “-”は半角ハイフンを記入。 半角英数字

工期終了日 工期の完了年月日をyyyy-mm-dd形式で記入する。 2007-12-03 “-”は半角ハイフンを記入。 半角英数字

請負者名称
請負者の正式名称を記入する。ＪＶの場合には、ＪＶの正式
名称及び代表会社名を続けて記入する。
(制限文字数：全角127文字以内）

株式会社□□設計
全角文字

半角英数字
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付録 3-2 建築・設備実施設計業務、詳細設計業務、耐震診断関係業務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

複数施設を併せて発注した場合であっても、施設別にエクセル管理ファイルや納品媒体を分ける必要はありません。 

ファイル名称 施設名称 施設識別コード 業務種別 業務名称 資料名 履行開始日 履行完了日 受注者名称

20071059650001.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 計画通知図書（鏡）（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650002.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 構造計算書（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650003.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 消防設備等計画書（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650004.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 ■■設備計算書（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650005.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 省エネ計算書（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650006.pdf ○○センター □□□□□□□ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 既存不適格の認定（○○センター） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650007.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 計画通知図書（鏡）（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650008.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 構造計算書（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650009.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 消防設備等計画書（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650010.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 ■■設備計算書（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650011.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 省エネ計算書（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059650012.pdf △△公民館 ◇◇◇◇◇◇◇ 建築設計 ○○センター外１ヶ所改修工事実施設計業務 既存不適格の認定（△△公民館） 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

ファイル名称 施設名称 施設識別コード 業務種別 業務名称 資料名 履行開始日 履行完了日 受注者名称

20071059900001.pdf ○○センター □□□□□□□ 耐震診断関連 ○○センター耐震○○業務 耐震診断調査報告書 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059900002.pdf ○○センター □□□□□□□ 耐震診断関連 ○○センター耐震○○業務 耐震改修計画報告書 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059900003.pdf ○○センター □□□□□□□ 耐震診断関連 ○○センター耐震○○業務 評価書(構造体) 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

20071059900004.pdf ○○センター □□□□□□□ 耐震診断関連 ○○センター耐震○○業務 評価書(耐震改修計画) 2007-05-10 2007-12-10 株式会社○○設計

作成例（実施設計業務）

作成例（耐震診断関連）

■業務管理項目

項目名 記入内容 記入例 摘　要
データ
表現

ファイル名称
ファイル名を記入する。
(制限文字数：半角170文字以内）

20071059630001.pdf
広島市電子調達システムの「契約
番号（10桁）」+「0001からの連番」
＋拡張子とする。

半角英数字

施設名称
施設名称を記入する。
(制限文字数：全角50文字以内）

○○センター
全角文字

半角英数字

施設識別コード 発注者より提示されたコード（7桁）を記入する。 1234567
発注担当課に確認してください。
コードが未設定の場合は「0」と記
入

半角数字

業務種別
以下から選択して記入する。
「建築設計」、「設備設計」、「耐震診断関連」、「その他」

建築設計
建築設計に設備設計を含む場合
は、建築設計と記入

全角文字

業務名称
契約図書の業務名称を記入する。
(制限文字数：全角50文字以内）

○○センター外1ヶ所改修実施設計
業務

数字は必ず半角とする。
全角文字

半角英数字

資料名
資料名を記入する。一つの業務に複数の施設が含まれる場
合は、資料名の後に括弧書きで施設名称を記入する。(制
限文字数：全角100文字以内）

計画通知図書（鏡）（○○センター）
全角文字

半角英数字

履行開始日 業務の履行開始年月日をyyyy-mm-dd形式で記入する。 2007-10-20 “-”は半角ハイフンを記入。 半角英数字

履行完了日 業務の履行完了年月日をyyyy-mm-dd形式で記入する。 2008-02-28 “-”は半角ハイフンを記入。 半角英数字

受注者名称
請負者の正式名称を記入する。ＪＶの場合には、ＪＶの正式
名称及び代表会社名を続けて記入する。
(制限文字数：全角127文字以内）

株式会社□□設計
全角文字

半角英数字
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付録 4 広島市形式フォルダ構成 

 

ここには、広島市形式エクセル管理ファイルを採用する場合のフォルダ構成について記載しています。 
 
 

付録 4-1 建築・設備工事 
 

 

 

 

付録 4-2 建築・設備実施設計業務、詳細設計業務、耐震診断関連業務 
 

 

 

CD-R 

図面フォルダ 

DRAWINGF 

エクセル管理ファイル 

DRAWING．xlｓ 

図面ファイル（完成図） 

20070123450026.sfc 
． ． ． 

20070123450045.JWW 

CD-R 

DRAWING 

図面フォルダ 

ファイル名は連番
で設定する 

REPORT 

報告書フォルダ エクセル管理ファイル 

報告書ファイル 

REPORT．xlｓ 

20070123450001.PDF 
． ． ． 

20070123450025.doc 

ファイル名は連番
で設定する 

図面ファイル（設計図（修正版）） 

20070123450001.TIF 
． ． ． 

20070123450025.TIF 

 OTHRS 

その他資料フォルダ 

 
OTHRS 

その他資料フォルダ 

ORG 

図面ファイル(SXF) 

配置図. sfc 
． ． ． 

平面図. sfc 

ファイル名は任意
（日本語）で設定
する 図面ファイル(オリジナル) 

配置図. JWW 
． ． ． 

平面図. JWW 
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付録 5 必要となる要領･基準及び入手先一覧 
 

建築工事：設備工事を含む。 

建築工事：設備工事を含む。 

建築設計：設備設計を含む。 

対応する要領（案）が不明の場合は、広島市の仕様書によりますので、発注部署に着手前協議等で確認してください。 

要領・基準、手引等の名称 

工 事 業 務 

入 手 先  
土
木
工
事 

建
築
工
事 

土
木
設
計 

測

量 

地

質 

建
築
設
計 

広島市電子納品の手引 ● ● ● ● ● ● 
広島市ホームページ 

公共事業の情報化と技術管理（技

術管理課） 

工事完成図書の電子納品要領（案） ●      

国土交通省
http://www.cals-ed.go.jp/ 

土木設計業務等の電子納品要領（案）   ● ● ●  

測量成果電子納品要領（案）    ●   

地質・土質調査成果電子納品要領（案）     ●  

CAD 製図基準（案） ●  ● ● ●  

デジタル写真管理情報基準（案） ●  ● ● ●  

電子納品運用ガイドライン（案）［土木工事編］ ●      

電子納品運用ガイドライン（案）［業務編］   ● ● ●  

電子納品運用ガイドライン（案）［測量編］    ●   

電子納品運用ガイドライン（案）［地質・土質調査

編］ 
    ●  

CAD 製図基準に関する運用ガイドライン（案） ●  ● ● ●  

営繕工事電子納品要領（案）  ●     

国土交通省 

大臣官房官庁営繕部
https://www.mlit.go.jp/gobuild/

gobuild_cals_siryou14.html 

建築設計業務等電子納品要領（案）      ● 

建築 CAD 図面作成要領（案）  ●    ● 

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン

（案） 
 ●    ● 

https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/koukyoujigyou/4387.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/koukyoujigyou/4387.html
http://www.cals-ed.go.jp/
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_siryou14.html
https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_siryou14.html
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付録 6 標準ファイル形式 
 

付録 6-1 業務における標準ファイル形式と主な作成手段 

図書名 
ファイル形式 

主な作成手段（ソフト）等 
種類 拡張子*

 

管 理 フ ァ イ ル 

業務管理ファイル 

各フォルダの管理ファイル 
テキスト XML

*
 電子納品支援ソフト*

 

報 告 書 

報告書ファイル 文書 PDF
*
 Adobe Acrobat

*等 

オリジナルファイル* 

報告書 

文書 DOC Microsoft Word（ワード） 

表 XLS Microsoft Excel（エクセル） 

写真 JPG デジタルカメラ 

画像 TIF
*
 スキャナ 

図面 SFC
*
,P21

*
 CAD 

図 面 

発注図、完成図 図面 SFC
*
,P21

*
 CAD 

写 真 

写真 写真 JPG デジタルカメラ 

参考図 
写真 JPG デジタルカメラ 

画像 TIF
*
 スキャナ 

 
 

付録 6-2 工事における標準ファイル形式と主な作成手段 

図書名 
ファイル形式 

主な作成手段（ソフト）等 
種類 拡張子*

 

管理ファイル 

工事管理ファイル 

各フォルダの管理ファイル 
テキスト XML

*
 

電子納品支援ソフト*
 

デジタル写真管理ソフト 

図面（土木工事） 

完成図 図面 
SFC

*
,P21

*
 CAD 

PDF,TIF スキャナ 

図面（建築・設備工事） 

発注図、完成図 図面 SFC
*
,P21

*
 CAD 

写真（土木工事） 

写真 写真 JPG デジタルカメラ 

参考図 
写真 JPG デジタルカメラ 

画像 TIF
*
 スキャナ 
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付録 7 電子媒体ラベル記入例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CD-R表面 
 
 
 
 
 

【参考】 フォーマット形式について 

フォーマット形式とは、CD-R のデータ記録形式です。CD-R の作成の際は、フォーマット形式を「ISO9660（レベル 1）」と
して作成してください。ISO9660 は、国際標準化機構が策定した CD-ROM 用ファイルシステムの規格です。ISO9660 で
は、ファイルとディレクトリに関する規定について 3 段階のレベルを設けています。レベル 1 では、ファイル名を 8 文字以内、
拡張子を 3 文字以内、ディレクトリ名を 8 文字以内と規定されています。 

また、DVD-R の作成の場合は、フォーマット形式を「UDF Bridge」として作成してください。 

なお、広島市形式エクセル管理ファイルを使用した場合は、CD-R、DVD-R 共に、フォーマット形式を「Joliet」として作
成してください。 

 

管理番号：202001234500     1/1 

令和○○年度 ○○線道路詳細設計業務 

令和○○年○月 

発注者：広島市（○○局○○課） 

受注者：○○コンサルタント株式会社 

ウィルスチェックに関する情報 
ウィルス対策ソフト：○○○ 
ウィルス定義：2020 年○月○日版 
チェック年月日：2020 年○月○日 
フォーマット形式：ISO9660（レベル 1） 

CD-R ラベル情報は、対応

プリンタで媒体表面に直接

印刷するか、対応筆記具

で直接記入してください。 
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付録 8 広島市が独自に定めるフォルダとファイルの構成（土木工事・土木設計業務） 
 

付録 8-1 土木工事の電子成果品のフォルダとファイルの構成 
 

CD-R 

DRAWINGF 

工事管理ファイル 

INDEX_C.XML 

DTD 

INDE_C04.DTD  DTD 

完成図フォルダ 

 XML 

PHOTO 

写真フォルダ 

 XML PHOTO.XML 

写真管理ファイル 

 DTD PHOTO05.DTD 

DTD 

ＰＩＣ 

ＤＲＡ 

写真フォルダ 

参考図フォルダ 

 JPG 

JPEG ファイル（デジタル写真） 

JPEG、TIFF、他ファイル（参考図） 

 JPG、TIFF、他 

 XML 

 DTD 

 ＳＦＣ 

図面管理ファイル 

（完成図ファイルが CAD データの場合→①へ） 

（完成図ファイルが PDF データの場合→②へ） 

DRAWINGF.XML 

DTD 

DRAW04.DTD 

完成図ファイル 

C0XX001Z.SFC～ 
C0XXnnnZ.SFC 

 JPG、TIFF 

ラスタファイル 

C0XXxxxZ.拡張子 

（②：PDF データの場合） 

C0XX001Z.PDF～ 
C0XXnnnZ.PDF  PDF 

完成図ファイル 

・PDF 形式の図面ファイルの命名は、CAD データの場合と同様に
命名し、拡張子をファイル形式に合うよう変更します。 
・PDF 形式の場合でも、完成図ファイルについては、図面管理ファ
イルへの記載が必要です。 

・TIFF 形式の場合も、PDF 形式と同様にしてください。 

部は本市が独自に定める部分 

【国の電子納品要領の平成 20年 5月版を準用した場合】 

（①：CAD データの場合） 

※ 

※ ※ 

・XSL*ファイルが存在する場合は、 
XML ファイルとセットで保存してください。 
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付録 8-2 土木設計業務の電子成果品のフォルダとファイルの構成 
 

CD-R 

業務管理ファイル 

INDEX_D.XML 

DTD 

INDE_D04.DTD  DTD 

 XML 

REPORT 

報告書フォルダ 

 XML REPORT.XML 

報告書管理ファイル 

 DTD REP04.DTD 

DTD 

ORG 

報告書オリジナルフォルダ 

 PDF 

報告書ファイル 

報告書オリジナルファイル 

 

 XML 

 DTD 

 ＳＦＣ 

図面管理ファイル 

DRAWING.XML 

DTD 

DRAW04.DTD 

図面ファイル 

C0XX001Z.SFC～ 
C0XXnnnZ.SFC 

 JPG、TIFF 

ラスタファイル 

C0XXxxxZ.拡張子 

C0XX001Z.拡張子～ 
C0XXnnnZ.拡張子 

  

・図面オリジナルファイルは、図面オ
リジナルフォルダへ収納します。 
・オリジナル形式の図面ファイルの命
名は、SFC データの場合と同様に
命名し、拡張子をファイル形式に合
うよう変更します。 
・図面オリジナルフォルダに収納した
ファイルは、図面管理ファイルへの記
載は不要です。 

PHOTO 

写真フォルダ 

 XML PHOTO.XML 

写真管理ファイル 

 DTD PHOTO05.DTD 

DTD 

ＤＲＡ 

写真フォルダ 

参考図フォルダ 

 JPG 

JPEG ファイル（デジタル写真） 

JPEG、TIFF、他ファイル（参考図） 

 JPG、TIFF、他 

REPORT01.PDF～ 
REPORTnn.PDF 

REP01_01.XXX～ 
REPnn_mm.XXX 

図面オリジナルファイル 

ＰＩＣ 

部は本市が独自に定める部分 

ORG 

図面オリジナルフォルダ 

DRAWING 

図面フォルダ 

【国の電子納品要領の平成 20年 5月版を準用した場合】 

・XSL*ファイルが存在する場合は、 
XML ファイルとセットで保存してください。 
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付録 9 用語の解説 
 

本手引き中の、｢*｣（アスタリスク）が付いている単語をアルファベット順に掲載しています。 
 

A 圧縮・解凍ソフト ファイル容量を圧縮したり、圧縮されたデータを元の状態に戻したりするソ

フトウェア。電子メールの送受信にかかる時間短縮や、ハードディスクなど

の記憶装置により多くのデータを記録するために利用する。 

A Adobe Reader 

（アドビ リーダー） 
PDF ファイルを、閲覧や印刷するためのソフトウェア。 

Adobe Systems 社のホームページから無償でダウンロードすることができ

る。 

A ADSL 

（エー ディー エス エル） 
既存の電話回線を利用し、高速データ通信を行う技術のこと。非対称

デジタル加入者線。 

現在、多くの企業から ADSL を使ったインターネット接続サービスが提供

されている。 

C CALS/EC  

（キャルス イーシー） 
「公共事業支援統合情報システム」の略称であり、従来は紙で交換さ

れていた情報を電子化するとともに、ネットワークを活用して各業務部門

をまたぐ情報の共有･有効活用を図るための仕組み 

CALS（Continuous Acquisition and Life-cycle Support）/EC

（Electronic Commerce） 

C CORINS 

（コリンズ） 
公共工事を受注した企業が、その工事の内容を JACIC （財団法人 

日本建設情報総合センター） に契約単位で登録して、その登録内容

を JACIC が一括して管理し、公共発注機関に情報提供するものです。 

C チェックシステム 電子納品要領（案）・基準（案）に記載されている文法、定義をチェック

するためのソフトウェア。国土交通省より「チェックシステム」が、ホームペー

ジで無償公開されている。 

D 電子納品支援ソフト 電子納品要領（案）、基準（案）に沿ったフォルダの作成や、ファイル名の

変更、管理ファイル（XML） の作成を行うためのソフトウェア。 

E e－ラーニング インターネットを利用した遠隔教育。いつでも、どこでも個人で学習できる

メリットがある。 

F フリーソフト ユーザがその扱いを｢自由｣にできるソフトウェアのこと。｢自由｣の内容は主

に 2 つあり、｢無償で利用できる｣という意味か、｢ソースコードが入手でき

て、改変・再配布が制限なく行える｣という意味で使われることが多い。 

I ICT 

（アイ シー ティー） 
情報通信技術のこと。我が国では、同様の言葉として、ＩＴ（Information 

Technology）が使用されているが、国際的にはＩＣＴのほうが広く定着して

いる。 
ICT(Information and Communication Technology) 

J JACIC 

（ジャシック） 
財団法人 日本建設情報総合センターの略称。 

K 拡張子 ファイル名のうち、｢.｣（ピリオド）で区切られた一番右側の部分。例えば、

ファイル名が｢手引.txt｣ならば｢txt｣が拡張子である。 

O OCF 検定 

（オー シー エフ検定） 

OCF（有限責任中間法人オープン CAD フォーマット評議会）が、市販

CAD ソフトウェアの SXF 仕様への準拠性を検定している。合格品には

｢OCF 検定｣のロゴマークが付与される。 

O オリジナルファイル ワープロ、表計算、CAD 等のソフトウェアで作成したデータのこと。 
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P PDF 

（ピー ディー エフ） 
Adobe Systems 社によって開発された、電子文書のためのフォーマット。

同社のソフト｢Adobe Acrobat｣等を利用して PDF ファイルに変換すること

ができる。PDF ファイルは、無償の｢Adobe Reader｣を利用すれば、閲覧

や印刷することができるため、外部発表資料等にも使われている。 

S SXF 

（エス エックス エフ） 
CAD データを交換するための標準となるファイル形式で、国際標準に基

づく P21 形式と、国内 CAD データ交換のための SFC 形式の 2 種類が

ある。 

広島市電子納品の手引では、SFC 形式を採用している。 

S SXF ブラウザ 

（エス エックス エフ ブラウザ） 

SXF ファイル （P21、SFC）を閲覧・印刷するためのソフトウェア。 

S SFC 

（エス エフ シー） 
SXF ファイルの内、国内 CAD データ交換のためのファイル形式。広島市

電子納品の手引では、SFC 形式と定めている。 

T TECRIS 

（テクリス） 
公共事業を受注した企業が、その業務の内容を JACIC （財団法人 

日本建設情報総合センター） に契約単位で登録して、その登録内容

を JACIC が一括して管理し、公共発注機関に情報提供するものです。 

T TIF（TIFF） 

（ティフ） 

高密度の画像データファイルを保存するための標準フォーマット。データの

先頭部にファイル形式を記述する情報（タグ）をもつため、データ自体の

記録形式の自由度が高い。 

X XML 

（エックス エム エル） 
文字列をタグと呼ばれる＜＞でくくった予約語で囲み、文書構造や意

味、他文書へのリンクを記述する言語。 

電子納品では、管理ファイルを XML で作成し、電子納品成果を保管・

管理するシステムで、データを検索するために利用される。 

X XSL 

（エックス エス エル） 
XML の書式・体裁を指定するスタイルシート。 

XSL を使用すると、XML を表形式等の視認しやすい形式で表示でき

る。 

  
 

【参考：改定履歴】 

平成１６年１１月  策定 

平成１８年 ３月  改定 

平成１９年１２月  改定 

平成２１年 ３月  改定 

平成２２年 ３月  改定 

平成２３年 ３月  改定 

平成２４年 ３月  改定 

平成２５年 ３月  改定 

令和 ２年 ４月  改定 


